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沖縄担当大使通信 

第１回 沖縄の皆さまとともに 

 

2025年（令和７年）12月 26日 

 

沖縄担当大使新旧交代レセプション 

（2025年 12月 12日、於：那覇市内ホテル） 

 

沖縄担当大使の紀谷昌彦です。11 月 25 日に宮川学前大使の後任として沖縄に

着任しました。よろしくお願い申し上げます。 

 

1987年に外務省に入省してから、英国での研修を皮切りに、アフリカ、米国、

アジア、欧州など８か国で計 20年以上在勤してきました。今回、在シドニー総

領事と ASEAN 日本政府代表部大使の任を終えて６年振りに日本に戻り、長い

歴史と豊かな自然や文化に恵まれた沖縄で勤務できることを嬉しく思っていま

す。 

 

宮川前大使は 2022 年の着任以来、「沖縄担当大使からの手紙」を外務省沖縄事

務所の Facebookに毎月掲載し、私も前任地で「ASEAN担当大使通信」を毎月

配信してきました。これまでと同様に、沖縄担当大使の活動や所感について、

「沖縄担当大使通信」を通じて毎月報告させていただければ幸いです。 

https://www.facebook.com/share/p/17e4PCr1wV/
https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr22_1216jp_00001.html
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国立沖縄戦没者墓苑での献花 

（2025年 11月 26日、於：沖縄県営平和祈念公園） 

 

●平和祈念公園 

 

着任翌日の 11 月 26 日、糸満市摩文仁の平和祈念公園を訪問し、国立沖縄戦没

者墓苑に献花しました。この墓苑は、1979年に創建された後も毎年新たに収集

納骨が続き、２度にわたり納骨堂が背面に増設されたことを知り、沖縄戦の犠

牲の大きさを実感しました。 

 

平和の礎（いしじ）では、改めて戦没者を追悼するとともに、平和を希求する

強い思いを感じました。「平和の礎」は太平洋戦争・沖縄戦終結 50周年の 1995

年に建設されました。デザイン・コンセプトは「平和の波永遠なれ」で、中央

にある「平和の火」から水が流れて平和の波が広がり、屏風状に並んだ刻銘碑

も世界に向けて平和の波が広がるようにとの願いをデザイン化したとのことで

す。 

 

公園内にある沖縄県平和祈念資料館は、12 月 12 日に大西洋平外務大臣政務官

が同公園を訪問した際に同行し、常設展示室をご案内いただきました。写真や

証言から戦場の悲惨さに心を痛め、平和への思いを新たにしました。 

https://heiwa-irei-okinawa.jp/
https://heiwa-irei-okinawa.jp/facility/okinawasenbotsushaboen/
https://heiwa-irei-okinawa.jp/facility/okinawasenbotsushaboen/
https://heiwa-irei-okinawa.jp/facility/heiwanoishiji/
https://heiwa-irei-okinawa.jp/facility/heiwakinenshiryokan/
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玉城沖縄県知事への着任挨拶 

（2025年 11月 26日、於：沖縄県庁） 

 

●着任挨拶 

 

同じ 11 月 26 日の午後、沖縄県庁を訪問し、玉城デニー知事に着任挨拶を行い

ました。私からは自己紹介するとともに、宮川前大使の後を継いで、沖縄担当

大使として沖縄の基地負担の軽減や沖縄の若い世代の国際進出などに尽力する

決意を伝えました。また、沖縄県が推進する地域外交や在沖米軍の駐留などに

ついても意見交換を行いました。 

 

翌 27 日は名護市の渡具知武豊市長、28 日は浦添市の松本哲治市長、那覇市の

知念覚市長、宜野湾市の佐喜眞淳市長にそれぞれ着任挨拶を行いました。米軍

施設・区域に関わる諸課題への対応や国際交流、外務省沖縄事務所への期待な

どについてお話を伺い、意見交換を行う機会となりました。 

 

その週末の 28 日～29 日には木原稔官房長官が沖縄を訪問し、私も全日程に同

行しました。GW2050 PROJECTS 推進協議会との懇談では経済界の皆様に初

めてお会いして、同構想のグランド・デザインや今後の進め方について直接お

話を伺い、一連の事業の実現に向けての強い熱意を感じました。 

https://www.gw2050.okinawa/
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ターナー在沖米軍四軍調整官への着任挨拶 

（2025年 12月２日、於キャンプ・コートニー） 

 

●在沖米軍 

 

翌週には、在沖米軍幹部への着任挨拶を始めました。12 月１日はウォルフォー

ド米海兵隊太平洋基地司令官、２日はターナー在沖米海兵隊第三遠征軍司令官

兼四軍調整官とパーソンズ在沖米海軍艦隊活動司令官、３日はギャレモア嘉手

納飛行場第 18航空団司令官をそれぞれ往訪して、着任挨拶を行いました。 

 

沖縄担当大使の主要な役割の一つは、在沖米軍との連絡・調整を行うことです。

着任挨拶の機会に、県内自治体と在沖米軍の交流や基地負担の軽減を含む対話、

ASEAN 代表部での経験も踏まえての地域の安全保障環境についての意見交換

も行い、直接連絡できる関係を構築することができました。 

 

12 月６日には、米空軍嘉手納飛行場で嘉手納スペシャルオリンピックス大会に

出席し、日米双方の来賓と共に授賞式に参加しました。この大会は、障がいの

ある方々のスポーツ・イベントで、米空軍第 18 航空団が主催運営し、今回で

21 回目の開催です。日米双方の関係者の善意と尽力に感銘を受けました。この

ような大会を通じて両国の友好と交流が一層深まっていくよう願っています。 

https://x.com/OkinawaDB/status/1999312033830097320


5 

 

 

レセプションで TOFUプログラム参加者と 

（2025年 12月 12日、於：那覇市内ホテル） 

 

●沖縄担当大使新旧交代レセプション 

 

その翌週の 12 月 12 日には大西洋平外務大臣政務官が沖縄を訪問し、那覇市内

ホテルで沖縄担当大使新旧交代レセプションを主催しました。 

 

大西洋平外務大臣政務官の挨拶、来賓代表の玉城デニー知事の挨拶に続き、宮

川学前沖縄担当大使はビデオ・メッセージで３年にわたる多くの方々の支援に

謝意を伝え、私の挨拶では着任に当たっての自らの決意を述べました。そして、

経済界を代表して金城克也沖縄県経済団体会議議長に乾杯のご発声をいただき

ました。 

 

今回、沖縄県内の県・市町村・議会、経済界、政府機関、在沖米軍、大学、メ

ディア、若い世代など幅広い関係者約 300 名に出席いただき、心から感謝して

います。皆さまの期待に応えられるよう、今後努力を積み重ねていきます。 

 

大西政務官は、13 日までの沖縄滞在中、平和祈念公園の訪問や各種会談も行い、

私も同行・同席させていただきました。 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/pressit_000001_03108.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/100950780.pdf
https://www.facebook.com/share/v/1G2VA6yf5B/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/100950781.pdf
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沖縄経済同友会の訪米報告会 

（2025年 12月 10日、於：那覇市内ホテル） 

 

●沖縄の経済団体との協力 

 

今月は、沖縄の経済団体とも着任挨拶や意見交換を行う機会が数多くありまし

た。12 月 10 日には沖縄経済同友会を訪問し、同会代表団が前月（11 月）にニ

ューヨークとワシントン DC 訪問の報告会に出席しました。今回の訪米は、沖

縄の高校生・大学生対象の「アメリカで沖縄の未来を考える」（TOFU: Think of 

Okinawa’s Future in the United States）プログラムから着想を得て「大人版

TOFU」として企画され、外務省も側面支援を行いました。 

 

訪米した渕辺美紀沖縄経済同友会代表幹事、當銘春夫同副代表幹事、垣花秀毅

同国際委員長ほか参加者から、訪米を通して政治、経済、ビジネス、安全保障

等の幅広い分野で得られた成果を伺う機会となりました。今回の訪米の成果は、

12月 23日に対外発表も行われました。 

 

これからも、沖縄の若い世代や経済界の皆さまが、米国を始め世界各地との国

際交流・協力を深め、広い世界の舞台で共創・発展するために、外務省のネッ

トワークを活用して積極的に後押しを行っていきたいと考えています。 

https://okidouyukai.jp/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/na/fa/pageit_000001_01778.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/na/fa/pageit_000001_01778.html


7 

 

當山紀念館の視察（2025年 12月 16日、於：金武町） 

 

●沖縄各地への訪問 

 

12 月 12 日のレセプション後も、沖縄各地を訪問しています。12 月 15 日、伊

江島補助飛行場の滑走路補修工事完了式典への出席の機会に、名城政英伊江村

長に着任挨拶を行いました。日本最大規模のハイビスカス園にご案内いただき、

ハウスいっぱいに見事に咲き誇るハイビスカスに感銘を受けました。 

 

翌 16日には宜野座村の當眞淳村長、金武町の仲間一町長に着任挨拶を行い、長

年行ってきた海外ウチナーンチュとの交流や、在沖米軍との対話についてお話

を伺いました。金武町では當山紀念館にご案内いただき、同町出身で海外移民

の道を切り開いた當山久三氏の功績や歴史について説明を受けました。 

 

25 日には国頭村、東村、読谷村、うるま市を訪問し、県内 41 市町村のうち 15

市町村を訪問してお話を伺うことができました。これからも沖縄の皆さまとと

もに仕事に励んでいきたいと思います。引き続きよろしくお願い申し上げます。 

 

沖縄担当大使 

紀谷昌彦 

https://hibiscus.iejima.org/
https://www.town.kin.okinawa.jp/soshiki/kikakuka/4/4/593.html

